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平
康
頼
作
と
伝
え
ら
れ
る
『
宝
物
集
』
は
、
説
話
の
宝
庫
と
称
さ
れ
て
い

る
。
　
『
今
昔
物
語
集
』
や
『
古
今
著
聞
集
』
な
ど
の
よ
う
に
、
整
然
と
し
た
部

立
の
中
に
多
く
の
説
話
を
集
め
る
と
い
う
、
類
聚
的
性
格
に
よ
る
か
ら
で
は
な

く
、
本
書
の
独
自
の
性
格
の
た
め
で
あ
る
。

　
『
宝
物
集
』
に
は
記
事
の
少
な
い
一
巻
本
か
ら
、
膨
大
な
説
話
を
収
載
す
る
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い
わ
ゆ
る
第
二
種
七
巻
本
ま
で
多
彩
な
諸
本
が
現
存
し
て
い
る
が
、
序
論
・
宝

論
・
六
道
論
・
十
二
門
論
か
ら
な
る
基
本
的
な
構
成
は
全
て
に
共
通
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
論
は
、
嵯
峨
清
涼
寺
釈
迦
堂
に
参
詣
し
た
人
々
に
よ
る
、
夜
を

徹
し
て
の
座
談
と
い
う
趣
向
の
も
と
に
展
開
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
宝
を
め

ぐ
る
論
議
の
最
後
に
、
　
「
声
少
し
な
ま
り
た
る
者
の
、
法
師
な
め
り
と
覚
ゆ

注
2
る
」
者
が
、
仏
法
こ
そ
生
々
世
々
の
宝
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
若
い
女
房
が
そ

の
謂
を
問
う
と
、
か
の
僧
と
思
わ
れ
る
者
な
、
諸
行
無
常
・
六
道
・
人
間
八
苦

の
事
を
説
き
、
さ
ら
に
六
道
を
離
れ
て
成
仏
す
る
道
を
問
う
女
房
に
、
十
二
の

門
を
示
し
て
、
各
門
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
く
。
諸
本
共
通
の
こ
う
し
た

形
式
に
お
い
て
、
説
話
や
和
歌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
の
例
証
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
。
村
上
学
氏
は
、
こ
れ
ら
の
例
証
説
話
や
和
歌
に
よ
っ
て
、
本
書
に
お
け

る
教
説
が
具
体
的
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
法
談
書
と
し
て
成
功
を
収
め
て
い
る

　
　
注
3

と
言
わ
れ
、
さ
ら
に
、

　
法
談
書
、
し
か
も
無
個
性
的
な
「
通
俗
仏
教
入
門
書
」
と
し
て
整
備
が
ゆ
き
届
き
、

述
作
意
図
が
全
篇
を
あ
ま
ね
く
支
配
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
例
話
の
「
説
話
性
」
は
、
教

義
の
例
証
の
目
的
の
た
め
に
屈
伏
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
確
か
に
『
宝
物
集
』
は
説
話
集
と
い
う
よ
り
は
、
啓
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蒙
色
の
強
い
「
通
俗
仏
教
入
門
書
」
で
あ
る
と
言
っ
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
『
和
歌
色
葉
』
、
『
八
雲
御
抄
』
等
で
は
『
宝
物
集
』
を
明
ら
か
に
歌
書
と

　
　
　
　
　
注
6

し
て
扱
っ
て
い
る
。
例
証
と
し
て
、
和
歌
が
非
常
に
多
く
集
め
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
ろ
う
。
（
歌
数
は
第
二
種
七
巻
本
で
は
、
四
百
二
十
八
首
に
の
ぼ
る
。
）

『
宝
物
集
』
は
こ
の
よ
う
に
、
単
に
説
話
集
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
多

面
的
な
性
格
を
持
つ
書
で
あ
る
。
従
っ
て
、
所
収
の
説
話
を
考
え
る
際
に
は
、

そ
う
し
た
性
格
を
充
分
に
捉
え
得
る
多
角
的
な
視
点
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
『
宝
物
集
』
の
説
話
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
各
論
の
例
証
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
が
ゆ
え
に
、
話
の
梗
概
が
簡
述
さ
れ
、
時
に
は
項
目
を
挙
出
す
る
だ
け
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の
揚
合
も
あ
る
。
ま
た
、
木
下
資
一
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
一
話
題
毎
に
、

天
竺
・
震
旦
・
本
朝
の
各
説
話
が
数
話
ず
つ
並
べ
ら
れ
、
証
歌
を
後
に
伴
う
配

列
を
有
し
て
い
る
。
説
話
数
は
膨
大
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
制
約
を
受

け
て
い
る
以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
話
の
文
学
性
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
は

否
め
な
い
。
文
学
と
し
て
の
『
宝
物
集
』
を
考
え
る
こ
と
、
即
ち
『
宝
物
集
』

の
文
学
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
梗
概
化
・
項
目
化
さ
れ
て

い
る
説
話
を
、
類
話
を
他
書
に
求
め
て
膨
ら
ま
せ
て
み
た
上
で
、
『
宝
物
集
』

が
内
包
す
る
、
様
々
な
制
約
か
ら
解
放
さ
せ
る
試
み
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
そ
う
し
た
説
話
の
検
討
を
行
っ
た
上
で
、
改
め
て
『
宝
物
集
』
の
基

本
的
な
構
成
を
踏
ま
え
、
　
『
宝
物
集
』
に
お
け
る
説
話
の
あ
り
方
を
考
え
直
し

て
み
れ
ば
、
少
し
異
な
っ
た
視
点
か
ら
文
学
と
し
て
の
『
宝
物
集
』
が
見
え
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
老
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
検
討
の
一

つ
と
し
て
、
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
て
い
る
燈
台
鬼
説
話
の
老
察
を
試
み
よ
う
と

思
う
。
燈
台
鬼
説
話
は
、
諸
本
に
よ
り
異
同
の
著
し
い
『
宝
物
集
』
に
お
い

て
、
ほ
ぼ
全
体
に
見
受
け
ら
れ
、
作
者
編
述
の
際
か
ら
収
録
さ
れ
て
い
た
話
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
他
の
資
料
と
の
関
連
も
含
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

1

　
『
宝
物
集
』
諸
本
に
お
け
る
燈
台
鬼
説
話
は
、
清
涼
寺
釈
迦
堂
参
詣
の
人
々

に
よ
る
、
来
し
方
行
く
末
を
語
り
合
う
深
夜
の
座
談
の
う
ち
、
こ
の
世
で
何
が

宝
物
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
宝
論
議
の
中
に
現
れ
る
。
あ
る
者
が
隠
れ
蓑
こ
そ
宝

と
主
張
す
れ
ば
、
別
の
者
は
打
出
の
小
槌
と
言
う
。
さ
ら
に
黄
金
・
玉
が
一
番

の
宝
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
続
い
た
後
に
、
　
「
側
な
る
人
」
が
「
只
、
人
の
身
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は
子
に
過
た
る
宝
は
侍
ら
ず
。
」
と
述
べ
る
。
そ
の
理
由
禄
年
老
い
た
親
を
哀

れ
と
思
う
の
は
子
の
み
で
あ
り
、
人
の
子
は
親
の
為
に
宝
と
思
わ
れ
る
か
ら
だ

と
言
う
。
燈
台
鬼
説
話
は
、
　
「
人
の
子
、
親
の
為
に
宝
と
み
ゆ
る
た
め
し
」
と

し
て
、
天
竺
の
「
般
舎
羅
の
か
ひ
ご
」
と
「
安
族
国
の
商
人
」
の
話
、
震
旦
の

「
孟
宗
の
親
」
　
「
丁
蘭
が
木
母
」
等
の
話
の
後
に
、
本
朝
の
例
証
話
に
当
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
9

形
で
語
ら
れ
る
。
記
事
の
多
い
第
二
種
七
巻
本
の
完
本
で
あ
る
、
吉
田
本
（
九

冊
本
）
よ
り
引
用
す
る
。

　
軽
の
大
臣
と
申
け
る
人
、
遣
唐
使
に
て
渡
り
て
侍
り
け
る
を
、
如
何
成
事
か
有
け
ん
、

物
い
わ
ぬ
薬
を
の
ま
せ
て
、
身
に
は
絵
を
画
、
か
し
ら
に
は
燈
台
と
云
物
を
う
ち
て
火

を
と
も
し
て
、
燈
台
鬼
と
云
名
を
付
て
有
と
云
事
を
聞
て
、
其
子
ひ
つ
の
宰
相
と
云

人
、
萬
里
の
波
を
分
て
、
他
州
震
旦
国
ま
で
、
尋
行
て
見
給
け
れ
ば
、
鬼
泪
を
な
が
し

て
、
手
の
指
く
ひ
切
て
、
血
を
出
し
て
か
く
そ
書
給
ひ
け
る
。

　
我
是
日
本
花
京
客
　
汝
即
同
姓
一
宅
人

　
為
父
為
子
前
世
契
　
隔
山
隔
国
恋
情
辛

　
経
年
流
涙
蓬
菖
宿
　
逐
日
馳
思
蘭
菊
親

　
形
破
他
州
成
燈
鬼
　
争
帰
旧
里
寄
斯
身

是
を
見
給
ひ
け
ん
子
の
御
心
、
い
か
ば
か
り
覚
し
給
ひ
け
ん
。

ひ
と
り
て
、
日
本
国
へ
具
し
て
帰
り
給
ひ
し
と
そ
申
た
め
る
。

州
震
旦
ま
で
行
入
侍
り
な
ん
や
。

さ
て
、
唐
の
御
門
に
ご

子
な
ら
ざ
ら
ん
人
、
他

　
此
事
、
日
本
紀
以
下
諸
家
の
日
記
に
み
え
ず
。
さ
程
の
人
、
名
を
し
る
さ
ず
。
無
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ

審
に
非
ず
。
遣
唐
使
の
唐
に
と
ゴ
ま
る
に
、
き
よ
か
は
の
宰
相
、
安
倍
仲
麿
等
也
。
但
、

大
和
国
に
軽
寺
と
云
所
あ
り
。

尋
也
。

彼
大
臣
帰
朝
の
後
、
建
立
と
い
へ
り
。

能
々
定
説
を
可

（
傍
線
筆
者
）

第
二
種
七
巻
本
は
、
全
体
的
に
記
事
量
が
多
い
が
、
引
用
し
た
話
の
う
ち
、

二
重
傍
線
部
は
、
通
夜
物
語
の
語
り
手
で
あ
る
「
側
な
る
人
」
が
説
話
に
付
し

た
主
観
的
な
表
現
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
傍
線
部
は
、
原
作
者
の
手
に
よ
る
も
の

か
後
の
増
補
か
は
不
明
だ
が
、
燈
台
鬼
説
話
そ
の
も
の
の
考
証
的
記
事
で
あ
ろ

う
。
傍
線
部
が
考
証
的
記
事
で
あ
る
こ
と
は
、
他
の
諸
本
と
比
較
す
る
こ
と
に

31



よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
注
1
0

年
）
写
の
光
長
寺
本
は
、

同
じ
第
二
種
七
巻
本
系
で
、
弘
安
十
年
（
一
二
八
七

同
様
の
箇
所
は
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
が
、

但
シ
此
ノ
事
、
目
本
紀
以
下
ノ
日
記
二
見
ヘ
ズ
。
…
…
（
中
略
）
…
…
ヨ
ク
タ
ヅ
ヌ

ベ
シ
。
但
大
和
ノ
国
二
迦
留
寺
ト
云
フ
寺
ア
リ
。
彼
大
臣
ノ
魂
霊
ノ
所
也
。
不
審
ナ

キ
ニ
ア
ラ
ズ
。

　
と
し
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
第
二
種
七
巻
本
系
の
抜
書
本
で
、
延
徳
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
1

（一

l
九
一
年
）
、
日
意
書
写
の
身
延
山
久
遠
寺
本
に
も
同
様
な
文
脈
で
、
「
ヨ

ク
く
定
説
可
レ
尋
。
」
と
あ
る
。
「
可
尋
（
タ
ヅ
ヌ
ベ
シ
）
」
と
い
う
言
葉
は
、

考
証
的
記
事
に
お
け
る
常
套
句
で
あ
り
、
　
「
軽
の
大
臣
」
の
人
物
考
証
が
『
宝

物
集
』
諸
本
で
試
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
鎌
倉
期
書
写
と
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
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・
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え
ら
れ
て
い
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
一
巻
本
）
や
二
巻
本
・
三
巻
本
に
は
、

考
証
的
記
事
は
な
く
、
燈
台
鬼
説
話
そ
の
も
の
の
後
に
、
　
「
此
ほ
か
も
ろ
こ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
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へ
わ
た
り
て
と
ゴ
め
ら
れ
し
人
、
あ
ま
た
あ
り
け
る
と
な
ん
。
」
（
三
巻
本
）
な

ど
と
、
曖
昧
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
二
重
傍
線
部
の
語
り
手
の
主
観
的
な
表

現
に
つ
い
て
は
、
多
少
の
字
句
の
差
異
は
あ
る
が
、
諸
本
で
共
通
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
燈
台
鬼
説
話
自
体
に
つ
い
て
は
、
　
「
我
是
日
本
花
京
客
」
の
詩
が
、

完
備
し
て
い
る
も
の
（
一
巻
本
・
第
一
種
及
び
第
二
種
七
巻
本
等
）
と
尾
聯
だ

け
が
あ
る
も
の
（
二
巻
本
・
三
巻
本
等
）
に
区
分
さ
れ
る
だ
け
で
、
大
き
な
異

同
は
な
い
。
　
『
宝
物
集
』
諸
本
に
お
け
る
燈
台
鬼
説
話
は
、
以
上
の
様
に
考
証

的
記
事
の
部
分
に
弱
干
の
変
化
が
み
ら
れ
る
他
に
、
外
面
的
に
は
大
き
な
違
い

は
な
く
、
先
に
引
用
し
た
話
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
目
意
写
の
身
延
山
久
遠
寺
本
に
は
、
こ
の
説
話
の
冒
頭
部
「
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
カ
ワ
ノ
ハ
ル
マ
サ

ル
ノ
大
臣
と
申
ケ
ル
人
」
の
左
横
に
注
し
て
「
高
向
玄
理
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
久
遠
寺
本
は
七
巻
本
の
抜
書
本
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
上
巻
は
身
延

山
第
十
二
世
貫
主
、
日
意
上
人
の
自
筆
本
で
あ
り
、
そ
の
転
写
本
で
あ
る
下
巻

と
一
組
に
な
っ
て
い
る
混
合
本
で
あ
る
が
、
上
巻
に
は
補
修
が
加
え
ら
れ
て
い

注
1
6

る
。
従
っ
て
、
こ
の
肩
注
も
果
し
て
日
意
の
手
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
定
か
で

は
な
い
が
、
と
ま
れ
久
遠
寺
本
に
お
い
て
は
、
　
「
軽
の
大
臣
」
は
高
向
玄
理
と

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
久
遠
寺
本
は
第
二
種
第
七
巻

本
系
で
あ
り
、
燈
台
鬼
説
話
の
後
に
は
、
諸
本
と
同
様
の
考
証
的
記
事
が
付
足

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
冒
頭
部
の
肩
注
は
、
久
遠
寺
本
書
写
の
際
に
補
足
さ
れ
た

も
の
か
、
目
意
が
書
写
し
た
原
本
に
既
に
あ
っ
た
も
の
か
、
原
本
が
存
在
し
な

い
の
で
明
確
に
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
久
遠
寺
本
に
は
、
後
の
増
補
と
思

わ
れ
る
肩
注
が
多
く
あ
る
の
で
、
日
意
書
写
以
降
の
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
『
宝
物
集
』
諸
本
の
中
で
は
、
久
遠
寺
本
の
こ
の
肩
注

が
、
　
「
軽
の
大
臣
」
即
ち
燈
台
鬼
考
証
の
唯
一
の
手
掛
り
と
な
る
の
で
、
こ
れ

に
従
っ
て
、
ま
ず
高
向
玄
理
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
7
　
　
　
　
　
あ
や
ひ
と

　
周
知
の
よ
う
に
、
高
向
玄
理
は
異
名
を
漢
人
・
黒
麻
呂
と
い
い
、
渡
来
人
の

子
孫
で
あ
る
。
推
古
十
六
年
（
六
〇
八
年
）
に
遣
階
使
小
野
妹
子
に
従
っ
て
、
大

陸
に
渡
っ
た
。
野
明
十
三
年
（
六
四
五
年
）
冬
十
月
に
、
百
済
・
新
羅
の
朝
貢

使
ら
と
共
に
帰
朝
後
、
同
年
の
大
化
の
改
新
に
際
し
て
、
僧
曼
と
共
に
国
博
士

と
な
り
、
改
新
制
度
の
最
高
顧
問
と
し
て
、
律
令
官
制
整
備
の
中
枢
と
し
て
重

用
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
白
雑
年
間
（
六
五
一
～
六
五
五
年
）
に
、
当
時
目
本
と

同
盟
国
で
あ
っ
た
百
済
が
、
唐
と
新
羅
の
連
合
体
制
に
よ
る
圧
迫
を
受
け
た
よ

う
で
、
日
本
は
外
交
政
策
に
よ
っ
て
唐
へ
の
は
た
ら
き
か
け
を
計
っ
た
ら
し
く
、

白
誰
四
年
に
は
、
吉
士
長
丹
を
大
使
と
し
て
百
二
十
一
人
が
乗
っ
た
船
と
、
大

使
高
田
根
麻
呂
以
下
百
二
十
人
が
乗
り
組
ん
だ
船
の
二
隻
が
派
遣
さ
れ
た
。
こ
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軽の大臣小孜

の
う
ち
後
の
船
は
、
往
途
、
薩
摩
国
竹
鳴
付
近
で
遭
難
し
た
。
大
使
根
麻
呂
も

亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
翌
五
年
に
国
の
重
鎮
た
る
玄
理
が
押
使
と
し
て

派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
『
日
本
書
紀
』
は
玄
理
の
派
遣
を
次
の
よ
う
に
伝
え

注
1
8

る
。

　
　
二
月
に
、
大
唐
に
遣
す
押
使
大
錦
上
高
向
史
玄
理
、
大
使
小
錦
下
河
邊
臣
麻
呂
、
副

　
使
大
山
下
藥
師
悪
日
、
判
官
大
乙
上
書
直
麻
呂
（
中
略
）
等
、
二
船
に
分
れ
乗
ら
し

　
む
。
留
連
ふ
こ
と
数
月
。
新
羅
道
を
取
り
て
、
莱
州
に
泊
れ
り
。
遂
に
京
に
到
り
て
、

　
天
子
に
観
え
奉
る
。
是
に
、
東
宮
監
門
郭
丈
學
、
悉
に
日
本
國
の
地
理
及
び
國
の
初
の

　
紳
の
名
を
問
ふ
。
皆
問
に
随
ひ
て
答
へ
つ
。
押
使
高
向
玄
理
、
大
唐
に
卒
せ
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
9

　
こ
の
後
に
付
し
て
あ
る
『
伊
吉
連
博
徳
書
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
派
遣
よ
り
帰

朝
し
た
者
は
僅
か
に
十
二
名
で
あ
っ
た
。
高
向
玄
理
は
帰
落
す
る
こ
と
が
で
き

ず
に
、
唐
で
亡
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
玄
理
の
経
歴
か
ら
は
、
そ
れ
以
上
何
も
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
し
か
し
、
遣
唐
使
船
の
航
海
に
は
、
種
々
の
困
難
が
つ
き
ま
と

い
、
造
船
の
技
術
や
航
海
術
の
未
熟
か
ら
、
難
波
・
漂
流
す
る
こ
と
も
珍
し
く

な
か
っ
た
。
　
『
宝
物
集
』
の
考
証
記
事
部
分
に
も
名
の
見
え
る
、
藤
原
清
河
・

阿
倍
仲
麻
呂
ら
を
乗
せ
て
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
年
）
に
蘇
州
か
ら
阿
児

奈
波
島
へ
向
け
て
出
帆
し
た
帰
国
船
は
暴
風
に
よ
り
遭
難
し
、
南
の
安
南
へ
漂

着
し
、
清
河
ら
は
辛
苦
の
末
に
唐
へ
も
ど
り
、
生
涯
唐
朝
に
仕
え
、
帰
国
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
異
国
に
望
郷
の
念
を
抱
き
な
が
ら
、
故
国
の

土
を
踏
む
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
者
の
数
は
、
少
な
く
は
な
か
っ
た
に
違
い
な

く
、
大
海
を
隔
て
て
、
そ
う
し
た
人
々
の
消
息
が
説
話
化
さ
れ
て
、
故
国
へ
伝

わ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
燈
台
鬼
の
説
話
も
、
数
々
の
悲

劇
を
生
ん
だ
遣
唐
使
に
ま
つ
わ
る
話
で
あ
り
、
そ
の
生
成
に
は
、
何
ら
か
の
事

実
が
関
与
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
『
宝
物
集
』
諸
本
の
考
証
記
事
部
に
見
え
る
「
軽
の
大
臣
」
の
軽
寺
建

立
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
　
『
日
本
書
紀
』
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
年
）
八
月

条
に
、
軽
寺
に
封
戸
百
戸
を
三
十
年
に
限
り
施
入
し
た
記
事
が
初
見
す
る
。
藤

原
道
長
な
ど
も
、
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
年
）
八
月
五
日
に
金
峰
詣
の
途
中
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
0

軽
寺
に
宿
泊
し
て
い
る
（
『
御
堂
関
白
記
』
）
。
ま
た
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
三
十

一、

謗
O
十
五
話
に
は
、
元
明
天
皇
の
陵
地
を
求
め
に
大
和
国
へ
向
か
っ
た
定

恵
和
尚
が
、
多
武
の
峰
の
辺
り
の
景
勝
に
感
じ
入
っ
た
が
、
陵
と
し
て
は
土
地

が
狭
い
の
で
、
そ
の
地
は
選
ば
な
か
っ
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
代
地
は
次
の
よ

う
な
場
所
に
求
め
た
。

　
然
テ
其
ノ
麓
二
戌
亥
ノ
方
二
広
キ
所
有
リ
。
其
ヲ
取
ツ
、
軽
寺
ノ
南
也
。
此
レ
、
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
欠
字
）

明
天
皇
ノ
檜
前
ノ
陵
也
。
石
ノ
鬼
形
共
ヲ
逓
口
池
邊
陵
ノ
墓
様
二
立
テ
、
微
妙
シ
。
造

レ
ル
石
ナ
ド
外
ニ
ハ
勝
レ
タ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
筆
者
）

　
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
、
軽
寺
は
著
名
な
寺
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
寺
跡

は
現
在
の
奈
良
県
橿
原
市
大
軽
町
の
法
輪
寺
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
軽
寺
は
、

「
高
向
玄
理
の
建
立
と
伝
え
て
お
り
、
倭
漢
氏
の
一
枝
氏
で
こ
の
地
を
本
拠
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
2

し
た
帰
化
人
系
の
土
豪
軽
忌
寸
と
関
係
あ
る
寺
院
」
と
さ
れ
て
お
り
、
久
遠
寺

本
『
宝
物
集
』
の
肩
注
に
よ
く
照
応
す
る
。
軽
寺
の
”
軽
”
は
大
和
国
武
市
郡

の
古
地
名
で
あ
り
、
奈
良
盆
地
を
南
北
に
走
る
古
代
の
幹
線
道
路
”
下
つ
道
”

が
、
盆
地
内
部
の
丘
陵
地
帯
に
達
す
る
と
こ
ろ
で
、
　
”
上
つ
道
”
の
延
長
上
に

あ
る
”
山
田
道
”
と
交
差
す
る
が
、
そ
の
付
近
に
位
置
し
、
交
通
の
要
所
と
し

て
早
く
か
ら
集
落
が
発
達
し
、
軽
の
市
と
よ
ば
れ
る
市
揚
が
栄
え
た
。
　
『
日
本

書
紀
』
を
は
じ
め
、
古
書
類
に
、
軽
池
・
軽
街
・
軽
社
等
と
現
わ
れ
て
い
る
の

は
皆
こ
の
地
で
あ
る
。
ま
た
軽
曲
峡
宮
（
諮
徳
天
皇
）
・
軽
境
原
宮
（
孝
元
天

皇
）
・
軽
島
豊
明
宮
（
応
神
天
皇
）
の
三
宮
が
軽
の
地
に
あ
っ
た
と
す
る
伝
承
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注
2
3

も
『
古
事
記
』
等
に
見
ら
れ
、
繁
栄
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
軽
寺

は
こ
う
し
た
地
に
建
立
さ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
百
戸
の
食
封
を
賜
わ
っ
た
り

し
て
お
り
、
大
規
模
で
、
後
代
ま
で
栄
え
た
寺
院
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
道
長
が
此
所
に
宿
し
た
こ
と
も
そ
れ
を
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
大
和
地
方
の
地
誌
類
の
中
に
も
軽
寺
の
記
事
が
み
ら
れ
る
が
、
延
宝
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
以

（一

Z
八
一
年
）
刊
の
、
大
和
郡
山
の
林
宗
甫
が
著
し
た
『
大
和
名
所
記
』

（『

a
州
旧
跡
幽
考
』
）
巻
十
六
、
高
市
郡
、
　
「
法
輪
寺
」
の
項
は
、
寺
の
縁
起

詞
の
大
概
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
法
輪
寺
又
は
軽
寺
共
。
滑
四
代
推
古
女
帝
の
御
字
に
、
遣
唐
使
賀
留
大
臣
玄
理
も
ろ

こ
し
に
い
た
り
し
時
、
即
天
皇
同
の
尊
敬
の
薬
師
如
来
ぞ
い
ま
ぞ
－
か
り
け
る
。
－
，
其
霊

瑞
異
験
を
ほ
の
き
ン
侍
り
し
よ
り
、
宮
女
を
た
よ
り
所
に
し
て
、
終
に
尊
像
を
ぬ
す
み

え
て
、
来
期
し
て
後
に
当
時
を
造
営
し
、
か
の
像
を
す
へ
奉
り
し
な
り
。
計
五
代
野
明

天
皇
の
御
宇
に
、
か
さ
ね
て
遣
唐
使
た
り
し
か
ば
、
則
天
皇
后
の
命
に
よ
り
て
遺
唐
側

大
臣
か
ら
め
ら
れ
、
面
皮
を
は
ぎ
、
額
に
灯
台
を
い
た
ゴ
か
せ
な
ど
し
て
、
と
も
し
火

を
ぞ
か
、
け
ざ
せ
給
ひ
け
る
程
に
、
世
の
人
灯
台
鬼
と
そ
い
ひ
け
る
。
滑
六
代
皇
極
天

皇
の
御
宇
、
か
の
大
臣
の
息
に
て
あ
り
し
宰
相
、
玄
光
卿
遣
唐
使
た
り
し
時
、
灯
台
鬼

に
ま
見
え
侍
れ
ど
も
、
父
と
は
い
か
で
し
り
な
ん
こ
と
や
う
の
事
か
な
と
、
ま
も
り
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
る
み
つ

ン
ゐ
た
り
け
り
。
父
は
我
子
の
玄
光
卿
よ
と
見
つ
ふ
、
い
と
う
れ
し
く
て
一
指
を
く
ひ

て
詩
句
を
か
㌧
れ
し
よ
り
、
父
に
て
い
ま
そ
か
り
つ
る
と
は
し
り
た
り
け
り
。
よ
ろ
こ

び
に
堪
ず
し
て
と
も
な
ひ
つ
㌧
、
来
朝
し
た
り
と
緑
起
に
見
え
た
り
。
　
（
傍
線
筆
者
）

　
こ
の
法
輪
寺
即
ち
軽
寺
の
縁
起
に
よ
れ
ば
、
　
「
灯
台
鬼
」
は
「
賀
留
大
臣
玄

理
」
で
あ
り
、
子
の
「
玄
光
卿
」
が
父
と
同
様
に
遣
唐
使
と
し
て
唐
へ
赴
い
た

事
に
な
っ
て
い
る
。
話
そ
の
も
の
の
大
節
は
、
　
『
宝
物
集
』
に
お
け
る
説
話
と

同
様
だ
が
、
人
名
に
弱
干
の
変
化
が
み
ら
れ
、
さ
ら
に
「
賀
留
大
臣
」
が
、
則

天
武
后
尊
敬
の
薬
師
如
来
を
盗
出
し
て
、
帰
朝
後
に
そ
れ
を
本
尊
と
し
て
、
軽

寺
を
造
営
し
た
と
い
う
事
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
玄
理
が
「
灯
台
鬼
」

と
な
っ
た
理
由
が
、
薬
師
如
来
盗
出
の
罪
に
対
す
る
処
罰
の
結
果
と
し
て
説
明

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
宝
物
集
』
説
話
に
お
い
て
「
如
何
成
事
か
有
け
ん
」

と
疑
問
を
持
た
れ
て
い
た
事
情
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
　
『
宝
物

集
』
説
話
で
は
「
か
し
ら
に
は
燈
台
と
云
物
を
う
ち
て
」
と
な
っ
て
い
た
部
分

が
、
軽
寺
縁
起
で
は
「
額
に
灯
台
を
い
た
だ
か
せ
な
ど
し
て
」
と
、
や
や
現
実

昧
を
帯
び
た
描
写
と
な
っ
て
い
る
。

　
玄
理
の
子
、
　
「
玄
光
卿
」
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
他
の
資
料
に
見
当
た

ら
ず
、
不
詳
で
あ
る
。
縁
起
に
「
計
六
代
皇
極
天
皇
の
御
宇
」
に
遣
唐
使
と
し

て
唐
へ
渡
っ
た
由
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
皇
極
天
皇
の
代
に
は
派
遣
は
行
わ
れ

　
　
注
2
5

て
い
な
い
。
し
か
も
、
も
し
皇
極
帝
の
代
に
、
　
「
玄
光
卿
」
が
遣
唐
使
と
し
て

渡
唐
し
た
と
し
て
も
、
玄
理
が
二
度
目
に
唐
へ
渡
っ
た
の
が
、
そ
れ
よ
り
後
の

白
維
五
年
（
六
四
五
年
）
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
縁
起
の
記
事
は
信
用
で

き
か
ね
る
と
見
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
　
『
大
和
名
所
記
』
で
も
、
縁
起

の
年
代
の
考
証
を
試
み
て
い
る
が
、
「
年
暦
い
と
お
ぼ
つ
か
な
し
。
」
と
記
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
6

い
る
。
ま
た
、
　
『
大
和
志
料
』
、
　
「
軽
寺
」
の
頃
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ル
ノ
オ
ト
ド

創
立
ノ
由
緒
詳
ナ
ラ
ズ
。
縁
起
ニ
ハ
軽
大
臣
ノ
創
立
二
係
ル
モ
、

ル
ヲ
以
テ
今
之
ヲ
取
ラ
ズ
。

山畢

怎
拠
冝
c
怪
二
渉

　
と
、
　
「
軽
大
臣
」
建
立
を
否
定
す
る
叙
述
が
あ
る
。
他
に
は
寛
政
三
年
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
7

七
九
一
年
）
刊
の
『
大
和
名
所
図
会
』
に
、
同
文
の
縁
起
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
地
誌
類
に
引
か
れ
た
縁
起
か
ら
「
軽
の
大
臣
」
を
玄
理
と
認
定
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
つ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
玄
理
が
「
軽
の
大
臣
」
日
燈
台
鬼
と
し
て
、

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

燈
台
鬼
説
話
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
し
か
も
、
そ
の

話
は
、
軽
寺
の
建
立
縁
起
課
に
取
り
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
縁
起
記
事
の

真
偽
を
問
う
よ
り
も
、
大
切
な
点
は
そ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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軽の大臣小致

　
と
こ
ろ
で
、
先
に
引
い
た
『
今
昔
物
語
集
』
巻
三
十
一
、
第
三
十
五
話
の
説

話
で
、
　
「
石
ノ
鬼
ノ
形
ド
モ
」
が
立
っ
て
い
た
場
所
は
「
軽
寺
ノ
南
」
で
あ
っ

た
。
こ
の
石
鬼
像
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
『
大
和
志
料
』
、
陵
墓
、
「
檜
隈
坂
合

　
　
注
％

陵
」
の
項
に
み
ら
れ
る
。

南
の
下
段
に
、
高
さ
四
五
尺
許
に
、
石
も
て
作
れ
る
奇
し
き
人
の
像
四
ツ
あ
り
．

（
中
略
）
ニ
ツ
は
頭
ま
ろ
く
て
法
師
の
如
く
、
面
は
猿
に
似
た
れ
ば
、
里
人
猿
石
と

い
ひ
、
ま
た
「
堀
出
し
の
山
王
」
と
も
よ
ふ
、
背
面
に
も
．
側
面
に
も
、
異
様
な
る
顔

貌
あ
り
て
、
鬼
の
如
く
．
獣
の
如
き
さ
ま
し
た
り
、
そ
の
間
に
、
石
燈
籠
の
蓋
の
ご
と

　
　
　
　
　
ノ
ケ

き
も
の
、
ニ
ツ
仰
さ
ま
に
倒
れ
て
あ
り
、
此
石
ら
は
、
元
禄
十
五
年
十
月
五
日
．
此
陵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
エ

の
邊
の
池
田
と
よ
ふ
田
地
よ
り
、
堀
出
た
り
し
を
、
此
所
に
居
た
る
な
り
と
そ
、
今
昔

物
語
に
、
軽
寺
の
南
な
る
檜
隈
陵
の
こ
と
を
い
ふ
と
て
、
石
の
鬼
形
と
も
を
、
回
り
の

池
の
ほ
と
り
陵
の
基
様
に
立
と
書
き
た
り
し
は
、
此
猿
石
の
こ
と
に
ぞ
あ
る
べ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
筆
者
）

　
こ
う
し
た
記
事
と
共
に
、
　
『
大
和
志
料
』
に
は
、
　
「
猿
石
」
の
図
も
併
載
さ

　
　
注
2
9

れ
て
い
る
が
、
出
土
前
の
状
態
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
た

だ
、
こ
の
石
鬼
像
と
石
燈
籠
と
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

に
比
べ
る
と
、
興
福
寺
に
あ
る
燈
龍
を
捧
げ
持
っ
た
一
対
の
鬼
形
、
　
「
龍
燈

鬼
」
・
「
天
燈
鬼
」
の
像
な
ど
は
、
ま
さ
に
”
燈
籠
を
持
っ
た
鬼
”
の
彫
像
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

あ
る
。
特
に
龍
燈
鬼
像
は
、
緑
青
に
彩
色
さ
れ
て
お
り
、
頭
上
の
燈
籠
を
上
目

づ
か
い
に
睨
ん
で
い
る
。
像
内
に
は
、
建
保
三
年
（
＝
一
一
五
年
）
仏
師
法
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
0

唐
弁
が
造
っ
た
こ
と
を
記
す
書
付
け
が
入
っ
て
い
た
由
で
あ
る
。
　
「
猿
石
」
の

像
を
も
含
め
て
、
”
燈
籠
を
持
っ
た
鬼
”
の
像
は
、
や
は
り
、
軽
寺
を
中
心
と

し
た
地
域
に
、
多
く
作
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
う
し

た
彫
像
の
モ
チ
ー
フ
の
源
泉
と
し
て
、
軽
寺
を
中
心
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
、
燈

台
鬼
説
話
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
興
福
寺
の
龍
燈
鬼
像
は
、

あ
ま
り
に
、
諸
説
話
や
縁
起
に
み
ら
れ
る
燈
台
鬼
の
姿
に
近
い
の
で
あ
る
。

3

　
燈
台
鬼
説
話
は
、
他
の
文
献
に
も
多
く
み
ら
れ
る
。
先
に
引
用
し
た
『
宝
物

集
』
や
地
誌
類
な
ど
の
他
に
、
　
『
和
歌
色
葉
』
、
　
『
平
家
物
語
』
（
長
門
本
・
延

慶
本
）
、
　
『
源
平
盛
衰
記
』
、
　
『
五
常
内
義
抄
』
、
　
『
神
社
啓
蒙
』
、
　
『
俗
説
弁
』
、

『
下
学
集
』
等
に
あ
る
。

　
『
平
家
物
語
』
で
は
、
燈
台
鬼
説
話
は
右
に
挙
げ
た
よ
う
に
広
本
系
の
諸
本

に
み
ら
れ
る
が
、
延
慶
本
と
長
門
本
で
、
説
話
の
捜
入
箇
所
が
異
な
る
。
延
慶

本
で
は
、
丹
波
少
将
成
経
が
、
敦
盛
に
よ
っ
て
、
清
盛
の
元
へ
連
行
さ
せ
ら
れ

る
と
い
う
話
で
あ
る
「
丹
波
少
将
福
原
へ
被
召
下
事
」
の
次
に
、
「
迦
留
大
臣
之

事
」
と
題
し
て
独
立
し
た
一
話
と
し
て
あ
り
、
直
後
の
「
式
部
大
夫
章
網
事
」

と
共
に
、
『
平
家
物
語
』
の
本
筋
か
ら
は
外
れ
た
二
挿
話
の
内
の
】
話
で
あ
る
。

ま
た
、
長
門
本
と
『
源
平
盛
衰
記
』
で
は
、
鬼
界
が
島
に
一
人
取
り
残
さ
れ
た

俊
寛
と
、
有
王
の
再
会
の
場
面
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
説
話
自
体
に
は
大
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
1

異
同
は
な
い
が
、
長
門
本
の
話
は
、
　
「
迦
留
大
臣
」
が
燈
台
鬼
と
な
っ
た
理
由

　
　
　
　
　
　
注
3
2

が
少
々
違
っ
て
い
る
。

そ
の
部
分
を
引
用
す
る
。

　
迦
留
大
臣
と
い
ひ
し
人
、
遣
唐
使
に
渡
り
て
、
お
ん
や
う
道
を
な
ら
ひ
、
え
ん
て
い

を
つ
く
し
奥
儀
を
極
め
て
、
帰
朝
せ
ん
と
せ
し
時
、
お
ん
や
う
の
淵
源
、
日
域
へ
わ
た

さ
ん
事
を
し
み
て
、
か
る
の
大
臣
の
帰
朝
を
留
め
、
つ
ら
の
か
は
を
は
ぎ
、
ひ
た
ひ
に

と
う
か
い
を
う
ち
、
と
う
だ
い
き
と
作
り
な
せ
り
。

陰
陽
道
の
奥
儀
を
極
め
、
日
本
へ
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
し
た
「
迦
留
大
臣
」

の
帰
朝
を
唐
側
は
阻
止
し
、
燈
台
鬼
と
「
作
り
な
」
し
た
の
で
あ
る
と
い
う
。

　
『
平
家
物
語
』
や
『
源
平
盛
衰
記
』
の
燈
台
鬼
説
話
は
、
い
ず
れ
も
鬼
界
が
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島
へ
一
人
残
さ
れ
た
流
人
、
俊
寛
に
ま
つ
わ
る
説
話
の
例
話
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
広
本
系
以
外
の
諸
本
で
は
、
燈
台
鬼
説
話
の
代
わ
り
に
、

実
方
中
将
の
「
阿
古
屋
の
松
」
の
話
が
鬼
界
の
島
の
話
の
関
連
説
話
と
し
て
挿

入
さ
れ
て
い
る
。
『
源
平
盛
衰
記
』
に
は
双
方
の
説
話
が
あ
る
。
水
原
一
氏
は
、

こ
う
し
た
『
平
家
物
語
』
諸
本
の
燈
台
鬼
説
話
の
役
割
に
関
し
て
、
「
そ
の
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

置
は
有
王
の
島
下
り
に
関
連
さ
せ
て
、
す
な
わ
ち
異
境
の
流
人
を
尋
ね
当
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
3

と
い
う
意
味
づ
け
で
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
、
さ
ら
に

鬼
界
が
島
で
「
鬼
」
と
な
っ
た
俊
寛
の
事
例
と
し
て
こ
の
燈
台
鬼
説
話
が
示
さ

　
　
　
　
　
　
注
謎

れ
て
い
る
と
さ
れ
た
。
　
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
燈
台
鬼
説
話
は
、
水
原
氏
の

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
俊
寛
を
中
心
と
し
た
一
連
の
鬼
界
が
島
説
話
の
関
連
挿
入

説
話
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
高
向
玄
理
ら
遣
唐
使
に
ま

つ
わ
る
説
話
と
し
て
の
色
合
い
は
希
薄
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
『
平
家
物
語
』
語
り
本
系
の
覚
｝
本
に
は
興
味
深
い
叙
述
が
あ

る
。
寿
永
二
年
（
＝
八
三
年
）
七
月
に
平
氏
追
討
の
た
め
入
京
し
た
木
曽
義

仲
は
、
清
盛
に
劣
ら
ぬ
悪
行
を
働
い
た
が
、
同
年
十
一
月
十
三
日
、
公
卿
殿
上

人
四
十
九
人
の
官
職
を
止
め
る
と
い
う
暴
挙
に
出
た
。
そ
の
後
、
義
仲
は
前
摂

政
藤
原
基
通
に
代
わ
り
、
当
時
十
二
歳
の
藤
原
師
家
を
内
大
臣
・
摂
政
に
抜
擢

し
た
の
で
あ
る
。

　
松
殿
の
御
子
師
家
の
と
の
の
、
其
時
は
い
ま
だ
中
納
言
中
将
に
て
ま
し
く
け
る

を
、
木
曽
が
は
か
ら
ひ
に
、
大
臣
掻
政
に
な
し
奉
る
。
お
り
ふ
し
大
臣
あ
か
ざ
り
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

ば
、
徳
大
寺
左
大
将
実
定
公
の
、
其
比
内
大
臣
で
お
は
し
け
る
を
か
り
た
て
ま
て
、
内

大
臣
に
な
し
奉
る
。
い
つ
し
か
人
の
口
な
れ
ば
、
新
囁
政
殿
を
ば
か
る
の
大
臣
と
そ
甲

　
注
3
5

し
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
筆
者
）

こ
の
「
か
る
の
大
臣
」
は
燈
台
鬼
の
話
と
は
関
係
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

「
か
る
」
は
「
借
る
」
と
「
軽
」
　
（
重
み
が
な
い
）
の
意
を
含
ま
せ
た
も
の
と

　
　
　
　
注
3
6

解
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
名
の
通
り
、
師
家
は
僅
か
六
十
日
間
の
摂
政
で
し
か

　
　
注
訂

な
か
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
覚
［
本
に
こ
う
し
た
名
称
が
出
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
　
『
平
家
物
語
』
の
諸
本
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
手
掛
か
り

が
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
は
触
れ
な
い
で
置
く
。
何
ら
か
の
関
係
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
他
の
燈
台
鬼
説
話
の
み
ら
れ
る
文
献
の
内
、
　
『
神
社
啓
蒙
』
・
『
俗
説
弁
』
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
銘

『
下
学
集
』
は
『
宝
物
集
』
の
記
事
に
依
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
9

『
下
学
集
』
で
は
「
軽
大
臣
」
の
項
の
説
明
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
ヶ
ン
タ
ウ
シ
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
シ
ム
　
ニ
　
　
　
ノ
　
ヲ
　
　
ニ
　
ナ
シ
テ
　
　
　
ヲ
　
　
ニ
　
イ
タ
タ
カ
シ
メ
テ

　
為
二
遣
唐
使
一
時
支
那
人
飲
二
之
不
言
薬
一
身
作
二
彩
書
一
頭
戴
ニ

ト
ゥ
タ
イ
ヲ
　
　
モ
ヤ
ス
　
　
　
　
　
テ
　
　
ヲ
　
ス
　
　
　
　
　
キ
ト

燈
璽
一
而
燃
レ
火
即
名
レ
之
為
】
一
燈
毫
鬼
・
（
後
略
）
。

　
こ
れ
は
『
宝
物
集
』
の
記
事
を
引
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
口
承
で

燈
台
鬼
の
話
が
語
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
書
承
さ
れ
た
説
話
を
比
較

す
る
限
り
で
は
そ
の
よ
う
に
断
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
ら
の
他
に
、
　
『
和

歌
色
葉
』
と
『
五
常
内
義
抄
』
に
燈
台
鬼
説
話
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
他
の

資
料
の
話
と
は
異
な
っ
た
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
次
に
こ
の
こ
書
に
お
け
る
燈

台
鬼
説
話
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　
『
和
歌
色
葉
』
所
収
の
話
は
、

か
は
つ
な
く
ゐ
で
の
山
吹
咲
き
に
け
り

　
　
　
　
あ
は
ま
し
も
の
を
花
の
さ
か
り
に

　
　
注
4
0

と
い
う
歌
の
会
釈
の
項
に
み
ら
れ
る
。

「
ゐ
で
の
山
吹
」
に
つ
い
て
、
橘
諸

36



軽の大臣小孜

兄
が
井
手
寺
を
建
立
し
、
金
堂
の
廻
廊
の
め
ぐ
り
に
款
冬
を
植
え
て
お
い
て
、

池
に
映
る
景
色
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
と
、
寺
供
養
の
日
に
譲
言
を
受
け
て
み

ま
か
っ
た
の
で
、
山
吹
の
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
詠
ん
だ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
4
1

い
う
「
或
書
」
に
対
し
て
、
　
「
或
人
」
が
反
論
す
る
の
で
あ
る
。

　
軽
大
臣
玉
井
の
光
明
寺
を
つ
く
り
て
款
冬
を
う
ゑ
た
り
げ
る
に
、
そ
の
堂
を
丙
寅
の

日
供
養
し
た
り
け
る
故
に
、
唐
土
に
わ
た
り
た
る
が
、
燈
台
鬼
に
つ
く
ら
れ
た
り
け
る

な
ど
云
ひ
伝
へ
た
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
点
筆
者
）

　
傍
線
部
分
は
、
こ
れ
ま
で
の
燈
台
鬼
説
話
と
異
な
る
部
分
で
あ
る
。
「
玉
井
」

　
　
　
　
　
　
注
4
2

は
『
京
師
巡
覧
集
』
に
「
玉
水
ノ
里
ノ
入
リ
ロ
左
ノ
東
ノ
方
二
古
キ
井
ア
リ
。

コ
レ
ヲ
玉
ノ
井
ト
云
ト
ゾ
。
」
と
あ
る
が
、
近
く
の
井
手
の
里
に
は
橘
諸
兄
の

別
荘
が
あ
っ
た
。
諸
兄
と
井
手
の
里
と
の
関
係
は
密
接
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
い
で
の
山
吹
」
の
説
話
は
地
誌
類
な
ど
も
含
め
て
多
く
散
見
さ
れ
る
の
で
、

こ
の
地
に
定
着
し
て
い
た
著
名
な
話
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
光
明
寺
に
つ
い
て

は
、
既
当
の
寺
院
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
諸
兄
の
別
荘
を
そ
の
よ
う
に
呼
ん
だ

の
か
も
知
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
「
軽
大
臣
」
が
光
明
寺
を
建
立
し
た
と
い
う
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
娼

事
の
出
所
は
、
島
津
久
基
氏
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
場
合
も
、
　
「
軽
大
臣
」
が
唐
へ
渡
っ
て
燈
台
鬼
と
な
っ
た
理
由
の

説
明
と
な
っ
て
お
り
、
寺
供
養
を
「
丙
寅
の
日
」
に
行
っ
た
が
ゆ
え
に
、
唐
土

で
の
災
難
に
逢
っ
た
と
い
う
事
に
な
っ
て
い
る
。
燈
台
鬼
説
話
そ
の
も
の
は
、

こ
こ
で
は
梗
概
化
し
て
い
る
が
、
そ
れ
自
体
は
、
　
『
宝
物
集
』
所
収
の
説
話
と

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
　
『
五
常
内
義
抄
』
所
収
の
説
話
は
、
内
容
を
ま
っ
た
く
異

に
す
る
。
此
書
は
文
永
二
年
（
一
二
六
五
年
）
成
立
と
さ
れ
て
お
り
、
儒
仏
一

体
観
に
立
っ
て
、
仏
家
の
立
場
か
ら
五
常
に
五
戒
の
項
を
充
て
て
、
具
体
的
な

教
訓
を
掲
げ
た
一
種
の
教
訓
書
で
あ
る
が
、
三
番
目
の
礼
の
項
の
第
九
、
　
「
人

大
ナ
ル
恩
ヲ
蒙
タ
ラ
ン
人
ヲ
小
ナ
ル
ト
ガ
ヲ
モ
テ
思
ピ
ケ
ガ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
岨

と
い
う
作
法
の
例
証
と
し
て
以
下
の
説
話
を
引
く
。

　
文
集
云
。
道
州
ノ
ヒ
キ
人
ヲ
燈
台
鬼
ト
ナ
サ
レ
テ
。
毎
年
国
ノ
年
貢
ニ
ヲ
ン
ヤ
ケ
ヘ

マ
イ
ル
ナ
ラ
ヒ
也
。
然
ル
間
生
ナ
ガ
ラ
親
ニ
ヲ
ク
レ
子
二
別
レ
テ
悲
ム
事
極
ナ
シ
。
侵

　
　
　
　
　
（
彼
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
」
ヤ
ケ

ニ
揚
成
申
人
。
被
国
ノ
守
ト
成
テ
後
。
此
事
ヲ
悲
テ
大
宅
へ
歎
奉
テ
。
宣
旨
ヲ
申
下

テ
。
燈
台
鬼
ヲ
留
ラ
レ
。
又
道
州
ノ
民
老
タ
ル
モ
若
モ
毒
事
無
レ
限
。
人
ト
ナ
レ
ル
事

ヲ
エ
タ
リ
。
彼
国
ノ
村
民
子
孫
末
末
至
ル
マ
デ
。
若
揚
成
力
恩
ヲ
ワ
ス
レ
ヤ
セ
ン
ズ
ラ

ン
。
是
ヲ
ワ
ス
レ
ザ
ラ
ン
ガ
タ
メ
ニ
。
人
毎
ニ
ウ
メ
ル
子
二
皆
揚
ノ
字
ヲ
片
名
二
付

テ
。
揚
成
ノ
恩
ヲ
ワ
ス
レ
ジ
ト
タ
シ
ナ
ミ
ケ
リ
。
　
（
後
略
）

と
、

『
白
氏
文
集
』
巻
三
、
調
諭
三
、
新
楽
府
所
収
の
「
道
州
民
」
の
項
を
見
る

　
道
州
の
民
珠
儒
多
し
。
長
者
三
尺
余
に
過
ぎ
ず
。

進
送
す
。
號
し
て
道
州
の
任
土
の
貢
と
爲
す
。

市
う
て
簸
土
と
作
し
て
年
ご
と
に

　
と
、
　
「
燈
台
鬼
」
は
本
来
「
倭
土
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
『
白
氏

文
集
』
に
は
「
燈
台
鬼
」
と
い
う
表
記
は
な
い
。
道
州
の
人
民
は
身
長
が
小
さ

く
、
奴
隷
（
駿
土
）
と
し
て
道
州
の
貢
を
運
搬
さ
せ
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
矯

土
を
解
放
し
た
の
は
揚
成
で
あ
り
、
人
民
は
そ
の
恩
に
感
謝
し
て
揚
姓
を
名
乗

る
様
に
な
っ
た
と
い
う
。
小
川
賢
真
氏
は
、
揚
成
は
実
在
人
物
で
あ
り
、
　
『
白

氏
文
集
』
に
は
実
話
が
織
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
、

　
我
国
に
も
文
集
の
中
の
こ
れ
ら
新
楽
府
の
部
分
が
よ
く
よ
ま
れ
た
た
め
に
、
中
世
人

に
感
銘
深
き
異
国
情
緒
と
、
離
別
の
哀
歎
と
賢
臣
名
君
に
あ
ひ
国
富
民
安
を
理
想
と
す

る
諸
要
素
の
含
ま
れ
た
こ
の
説
話
が
、
大
恩
忘
る
な
の
例
証
説
話
と
し
て
そ
の
ま
ま
と

り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
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注
4
5

　
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
説
話
が
『
五
常
内
義
抄
』
に
採
ら
れ
た
理
由
は
、

氏
の
言
わ
れ
る
通
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
　
『
白
氏
文
集
』
の
「
駿

土
」
が
な
ぜ
「
燈
台
鬼
」
と
し
て
採
り
込
ま
れ
た
か
が
問
題
で
あ
ろ
う
。
道
州

か
ら
の
貢
物
を
都
へ
運
搬
す
る
過
酷
な
「
駿
土
」
た
ち
の
労
働
の
姿
を
鬼
と
見

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
「
生
ナ
ガ
ラ
親
ニ
ヲ
ク
レ
子
二
別
レ
テ
悲
ム
事

極
ナ
シ
」
と
い
っ
た
状
況
が
、
　
『
宝
物
集
』
等
の
燈
台
鬼
像
と
連
想
的
に
重
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
　
「
爆
土
」
を
「
燈
台
鬼
」
と
し
て
捉

え
た
こ
と
は
、
　
『
五
常
内
義
抄
』
の
作
者
の
作
為
で
あ
ろ
う
。
　
『
五
常
内
義

抄
』
で
、
大
恩
を
忘
る
べ
か
ら
ず
と
い
う
作
法
の
例
証
説
話
と
し
て
引
か
れ
た

こ
の
話
に
持
ち
込
ま
れ
た
「
燈
台
鬼
」
は
、
　
『
宝
物
集
』
等
に
お
け
る
そ
れ
と

は
、
外
面
的
に
は
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
五
常
内
義
抄
』

の
作
者
が
、
　
「
媛
土
」
と
い
う
日
本
に
な
じ
ま
な
い
語
を
翻
案
す
る
に
当
た

り
、
　
「
綾
土
」
の
持
つ
非
劇
性
を
よ
く
表
わ
す
言
葉
と
し
て
「
燈
台
鬼
」
を
選

ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
も
し
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
表
面
上

の
関
連
は
な
い
よ
う
に
見
え
て
も
、
『
五
常
内
義
抄
』
の
こ
の
説
話
に
は
、
作

者
の
言
葉
の
改
変
と
い
う
行
為
を
通
し
て
、
　
『
宝
物
集
』
所
収
の
燈
台
鬼
説
話

と
の
潜
在
的
な
関
連
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

4

　
以
上
、
　
『
宝
物
集
』
及
び
そ
の
他
の
文
献
に
見
え
る
燈
台
鬼
説
話
を
眺
め
て

み
た
が
、
次
の
よ
う
な
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
O
『
宝
物
集
』
諸
本
に
お
け
る
燈
台
鬼
説
話
は
同
一
の
話
で
あ
り
、
子
を
宝

　
　
と
す
る
論
の
例
証
説
話
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
説
話
に
考

　
　
証
的
記
事
が
見
ら
れ
、
久
遠
寺
本
に
は
「
軽
の
大
臣
」
を
高
向
玄
理
と
す

　
　
る
肩
注
が
あ
る
こ
と
。

　
○
高
向
玄
理
が
「
軽
の
大
臣
」
で
あ
っ
て
、
唐
土
へ
遣
唐
使
と
な
っ
て
赴

　
　
き
、
燈
台
鬼
に
作
ら
れ
た
と
い
う
話
が
、
大
和
の
軽
を
中
心
に
、
軽
寺
縁

　
　
起
課
と
し
て
語
ら
れ
、
か
の
地
に
流
布
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
。

　
○
燈
台
鬼
説
話
そ
の
も
の
の
基
本
的
な
プ
ロ
ッ
ト
に
変
化
は
な
い
が
、
そ
の

　
　
考
証
記
事
部
分
、
及
び
燈
台
鬼
と
な
る
理
由
付
け
は
、
諸
文
献
に
よ
り
、

　
　
非
常
に
流
動
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
本
稿
で
は
、
　
「
我
是
日
本
花
京
客
」
の
詩
や
、
　
「
弼
の
宰
相
」
に
つ
い
て
の

考
証
等
に
は
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
機

会
を
み
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
燈
台
鬼
説
話
だ
け
で
は
な
く
、

『
宝
物
集
』
に
お
け
る
他
の
説
話
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
検
討
を
行
っ
て
、
説

話
の
宝
庫
た
る
『
宝
物
集
』
の
持
つ
文
学
性
を
少
し
つ
つ
照
射
し
て
い
く
所
存

で
あ
る
。

　
な
お
、
燈
台
鬼
説
話
は
、
中
世
後
期
に
な
る
と
、
連
歌
や
古
浄
瑠
璃
、
説
経

節
な
ど
に
も
題
材
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
触
れ

る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
が
、
燈
台
鬼
説
話
の
広
が
り
を
把
握
す
る
た
め
に

も
、
こ
う
し
た
作
品
等
を
も
考
慮
に
入
れ
て
、
改
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

　
　
注

注
1
　
『
宝
物
集
』
の
諸
本
は
大
別
し
て
、
一
巻
本
・
二
巻
本
・
三
巻
本
・
第
一
種
七

　
　
巻
本
・
第
二
種
七
巻
本
に
分
類
さ
れ
る
。
諸
本
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
小
泉
弘
氏

　
　
『
古
砂
本
寳
物
集
研
究
篇
』
　
〈
貴
重
古
典
籍
叢
刊
8
＞
、
　
（
昭
和
四
十
八
年
三
月
、

　
角
川
書
店
。
）
所
収
、
　
「
『
費
物
集
』
の
諸
本
」
等
に
詳
し
い
。

注
2
　
古
典
文
庫
、
　
『
寳
物
集
〈
九
冊
本
〉
』
（
小
泉
弘
氏
編
）
よ
り
引
用
。
以
下
注
記

　
　
の
な
い
場
合
は
同
書
か
ら
引
用
す
る
。

注
3
　
　
『
日
本
短
篇
物
語
集
事
典
』
　
（
昭
和
五
十
「
年
、
東
京
美
術
）
三
〇
六
頁
。

注
4
　
注
3
に
同
じ
。

注
5
　
橘
純
孝
氏
は
「
国
文
仏
教
説
話
集
文
学
の
中
に
於
け
る
宝
物
集
」
（
『
国
語
と
国
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文
学
』
昭
和
十
六
年
十
月
）
の
中
で
本
書
の
性
格
を
「
説
話
集
と
云
は
ん
よ
り
は

　
　
寧
ろ
濁
自
の
構
想
と
趣
味
と
よ
り
成
る
佛
教
入
門
物
語
と
も
稻
す
べ
き
も
の
」
と

　
　
さ
れ
て
い
る
。

注
6
　
『
和
歌
色
葉
』
で
は
「
撰
抄
時
代
者
、
付
私
集
口
傳
物
語
」
の
項
に
「
康
頼
が

　
　
霧
集
」
と
あ
軌
ま
た
『
八
雲
御
抄
』
で
は
豪
・
集
家
姦
合
会
隷
畢

　
　
雑
々
所
々
歌
」
の
項
に
「
寳
物
集
康
頼
」
と
あ
る
。

注
7
　
〈
研
究
資
料
日
本
古
典
文
学
3
＞
　
『
説
話
文
学
』
　
（
昭
和
五
十
九
年
、
明
治
書

　
　
院
。
）
一
四
〇
頁
。

注
8
注
2
に
同
じ
。

注
9
　
注
8
に
同
じ
。

注
1
0
　
古
典
文
庫
、
　
『
宝
物
集
〈
中
世
古
写
本
三
種
〉
』
（
小
泉
弘
氏
編
）
よ
り
引
用
。

注
1
1
　
瓜
生
等
勝
氏
編
、
　
『
身
延
山
本
宝
物
集
と
研
究
』
　
〈
未
刊
国
文
資
料
第
四
期
第

　
　
一
冊
〉
　
（
昭
和
四
十
八
年
）
よ
り
引
用
。

注
1
2
　
続
群
書
類
従
、
第
三
十
二
輯
下
所
収
の
も
の
を
検
索
に
使
用
。

注
1
3
　
簗
瀬
一
雄
氏
『
校
合
二
巻
本
宝
物
集
』
　
〈
碧
沖
洞
叢
書
第
三
輯
〉
　
（
昭
和
三
十

　
　
六
年
）
所
収
の
も
の
を
使
用
。

注
1
4
　
古
典
文
庫
、
　
『
寳
物
集
〈
三
巻
本
〉
』
　
（
吉
田
幸
一
氏
校
注
）
の
も
の
を
使
用
。

注
1
5
　
注
1
4
に
同
じ
。

注
1
6
　
注
1
、
小
泉
氏
聞
古
妙
本
寳
物
集
研
究
篇
』
所
収
．
　
「
古
紗
本
寳
物
集
書
誌
」

　
　
八
十
七
頁
。

注
1
7
　
コ
尚
向
玄
理
」
は
通
常
「
た
か
む
こ
の
く
ろ
ま
ろ
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
が
多

　
　
い
。
『
日
本
書
紀
』
下
（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
）
で
は
、
　
「
高
向
漢
人
玄
理
」

　
　
に
「
た
か
む
く
の
あ
や
ひ
と
ぐ
ゑ
ん
り
」
と
ル
ビ
を
振
っ
て
い
る
。
　
「
タ
カ
ワ
ノ

　
　
ハ
ル
マ
サ
」
の
読
み
が
何
処
に
依
っ
た
も
の
か
は
不
明
。

注
1
8
　
日
本
古
典
文
学
大
系
『
目
本
書
紀
』
下
、
白
雑
五
年
二
月
の
条
よ
り
引
用
。

注
1
9
　
注
1
8
前
掲
書
、
分
注
よ
り
引
用
。
但
し
、
こ
の
箇
所
は
『
伊
吉
連
博
徳
書
』
の

　
　
注
記
は
な
く
、
異
な
る
記
録
を
元
に
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
四
年
八
月
の
条
。

注注注注
23　22　21　20

大
日
本
古
記
録
、

日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
五
　
よ
り
引
用
。

刊
日
本
書
紀
』
補
…
注
、
六
〇
〇
頁
、
　
「
軽
寺
」
の
項
。

例
え
ば
『
古
事
記
』
中
巻
に
、
　
「
品
陀
和
氣
命
（
応
神
天
皇
阻
私
注
）
、

輕
島

　
　
の
明
宮
に
坐
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
」
　
（
大
系
本
）
と
あ
る
。

注
2
4
　
奈
良
県
史
料
第
一
巻
、
　
『
大
和
名
所
記
』
　
（
昭
和
五
十
二
年
）
よ
り
引
用
。

注
2
5
　
第
一
回
派
遣
が
、
舘
明
天
皇
二
年
（
六
三
〇
年
）
で
あ
り
、
第
二
回
は
孝
徳
天

　
　
皇
の
白
難
四
年
（
六
五
三
年
）
で
あ
る
。
皇
極
帝
の
在
位
は
六
四
二
年
～
六
四
五

　
　
年
。

注
2
6
　
『
改
訂
大
和
志
料
』
、
下
巻
、
高
市
郡
、
　
「
軽
寺
」
の
項
。
三
二
六
頁
。

注
2
7
　
『
大
和
名
所
図
会
』
巻
五
、
葛
上
郡
宇
多
郡
武
市
郡
「
慶
輕
寺
」
の
項
。
寛
政

　
　
三
年
の
版
本
に
よ
り
引
用
。

注
2
8
　
注
2
6
、
同
書
、
三
四
五
～
三
四
八
頁
。

注
2
9
　
注
2
6
、
同
書
、
三
四
六
～
三
四
七
頁
。
な
お
、
　
『
好
古
目
録
』
に
も
「
猿
石
」

　
　
の
図
を
載
せ
て
い
る
。

注
3
0
　
『
日
本
古
寺
美
術
全
集
』
第
五
巻
、
「
興
福
寺
と
元
興
寺
」
（
昭
和
五
十
五
年
、

　
　
集
英
社
）
所
収
の
水
野
敬
三
郎
氏
の
解
説
に
よ
る
。

注
3
1
　
『
平
家
物
語
長
門
本
、
全
』
（
明
治
三
十
九
年
、
国
書
刊
行
会
）
巻
第
六
所
収
。

注
3
2
　
注
3
1
よ
り
引
用
。

注
3
3
　
『
延
慶
本
平
家
物
語
論
考
』
　
（
昭
和
五
十
四
年
、
加
藤
中
道
館
）
所
収
、
　
「
宝

　
　
物
集
と
の
関
連
」
三
二
九
頁
。

注
3
4
　
注
3
3
に
同
じ
。

注
3
5
　
日
本
古
典
文
学
大
系
『
平
家
物
語
』
下
、
巻
第
八
「
法
住
寺
合
戦
」
。
＝
ハ
ニ

　
　
頁
。

注
3
6
　
注
3
5
、
　
『
平
家
物
語
』
下
、
巻
第
八
、
頭
注
、
一
六
二
頁
。

注
3
7
　
『
公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
、
寿
永
二
年
（
＝
八
三
年
）
十
｝
月
二
十
｝
日
に

　
　
摂
政
並
び
に
氏
長
者
の
詔
を
受
け
、
翌
年
正
月
二
十
二
日
に
職
を
止
め
ら
れ
て
い

　
　
る
。

注
3
8
　
小
川
賢
真
氏
「
観
念
と
浄
土
の
文
学
」
　
（
悶
、
佛
教
文
学
研
究
㈲
』
、
昭
和
四
十
四

　
　
年
、
法
蔵
館
）
一
六
六
頁
。

注
3
9
　
岩
波
文
庫
、
　
『
元
和
本
下
學
集
』
　
（
亀
井
孝
氏
校
訂
、
昭
和
十
九
年
）
よ
り
引

　
　
用
。

注
4
0
　
　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
三
、
春
下
、
　
一
二
五
番
に

　
　
　
　
か
は
つ
な
く
ゐ
で
の
山
吹
ち
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
花
の
さ
か
り
に
あ
は
ま
し
も
の
を
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こ
の
歌
は
、
あ
る
人
の
い
は
く
、
橘
の
き
よ
と
も
が
歌
な
り

　
　
　
と
あ
る
。
　
（
題
し
ら
ず
、
読
人
知
ら
ず
。
）

注
4
1
　
日
本
歌
学
大
系
、
第
三
巻
、
　
『
和
歌
色
葉
』
よ
り
引
用
。

注
4
2
　
「
新
修
京
都
叢
書
」
第
四
巻
（
昭
和
四
十
二
年
）
所
収
、
　
『
京
師
巡
覧
集
』
巻

　
　
之
八
。
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
年
）
刊
。

注
4
3
　
前
掲
注
3
8
論
文
、
一
六
六
頁
。
な
お
島
津
氏
御
自
身
の
論
文
は
所
収
不
明
。

注
必
　
続
群
書
類
従
、
第
三
十
二
輯
下
所
収
『
五
常
内
義
抄
』
よ
り
引
用
。

注
4
5
　
前
掲
注
3
8
論
文
、
　
一
六
八
頁
。
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（な

煤
A
仮
名
遣
い
等
を
改
め
た
。
）

（
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
在
学
）


